
長崎県学力向上推進協議会では、子どもに確かな学力をつ

けていくためには何が大切か、検討されてます。その中から大
事と思われるものをいくつか紹介します。

１．家庭で毎日決まった時間に学習する習慣をつける
２．食事や睡眠時間など基本的な生活習慣の確立
３．テレビやゲームに費やす時間が多いのは問題
４．携帯電話やパソコンの利用時間の制限
５．家庭での読書週間は大切である
６．学力だけでなく、子どもに人間力をつけさせる
７．経験から学ぶことは、人間力をつけるうえで大切
８．親子でふれあう時間が大切である
９．学校と家庭の役割を明確にして連携を密にする
※さて、保護者の皆様、いくつできているでしょうか？
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６月２０日（火）～２２日（木）の３日間、今年度はじめての定期テスト
が実施されます。そろそろ、家庭学習の計画を立てて、計画的にテスト勉強
をはじめてほしいところです。特に、１年生は中学校へ入学してから、初め
てのテストになります。しっかりと今まで学習したところを復習しておかな
ければ、結果は散々なものになってしまいます。保護者の皆さん、ぜひご家
庭でもお子さんへの声掛けをお願いいたします。目標は毎日２時間以上の家
庭学習です。テスト範囲をしっかりと確認し、教科書やプリント等を見直し
たり、問題集を使用するなどして、学習に励んでほしいと思います。

さて、上の表は全国学習状況調査の質問紙調査における学校外での学習時
間等の調査結果です。太線で囲んだ質問３における長崎県の中学生の授業以
外に２時間以上学習（学習塾を含む）している生徒の割合は全国３５．２％
に対して、長崎県は２６．１％と不足している状況が明らかになっています。
本校の生徒の状況は気になるところですが、後日、今年度の調査結果を基に
調べてみたいと思います。

本校ではタブレットの持ち帰りを行っていますので、ぜひ、テスト前には
タブレットを活用した「ドリルパーク」に取り組んだり、
「NHK for School」などの動画を、計画的に活用する
ことで学習効果が期待できます。テスト勉強や家庭での
復習に役立てていきましょう。

NHK  for  School  動画サイトQRコード

６月２０日（火）より定期テストがはじまります！


